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概 要 

 【背景・目的】 
 変形性膝関節症患者（以下膝 OA 患者）においては，大腿四頭筋の筋力低下が生じるこ

とが報告されており 1)，身体機能の低下や ADL の制限に繋がると考えられている．加齢や

身体活動量の低下に伴う筋力低下の要因として，MRI や CT で評価される筋の横断面積や

二重 X 線エネルギー吸収法等で測定される骨格筋量の減少だけではなく，筋内脂肪量の増

加等の質的変化も報告されている 2)．骨格筋の質的評価としては超音波画像診断装置（以

下エコー）を用いた筋輝度評価の有効性が示されている． 

エコーを用いた膝 OA 患者における骨格筋評価に関する報告では，地域在住健常高齢者

と比較して，大腿四頭筋の筋厚減少と筋輝度上昇が示されており 3)，地域在住健常高齢者

と同様に筋厚の減少や筋輝度の上昇が身体機能の低下と関連を示すことが報告されている
4)．また，膝 OA 患者では，大腿四頭筋の中でも内側広筋の筋輝度上昇は機能障害や症状進

行を予測すること 5)，内側広筋の筋横断面積は人工膝関節全置換術（以下 TKA）後の機能

的転機不良と関連することが報告されている 6)．そのため，従来の筋力評価に加えて，骨

格筋機能を評価することは膝 OA 患者における周術期リハビリテーションを実施していく

上での治療の一助となる可能性が示唆される．また，簡便且つ短時間で測定可能なエコー

での骨格筋評価（量的・質的評価）と術後機能との関係について検討を行うことは，理学

療法の臨床において有用であり，TKA 術後患者の健康増進に寄与する可能性がある．しか

し，膝 OA 患者に関する報告では，地域在住高齢者に含まれる比較的軽度な膝 OA 患者を

対象とした検討が多く，手術適応となる膝痛症状や ADL 制限を有する末期膝 OA 患者にお

ける骨格筋の特徴やエコーを用いた骨格筋評価と身体機能との関連について調査された報

告は我々が渉猟し得る限りない．  

 本研究の目的は，膝 OA と診断された TKA 施行予定の患者を対象に，エコーで得られる

骨格筋の特徴を地域在住健常高齢者との比較により明らかにすること（研究 1），TKA 施

行予定の患者において，術前のエコーによる骨格筋評価の結果と TKA 施行前（研究 2），

および施行後の身体機能や ADL との関係性を明らかにすることとした（研究 3）． 

【対象・方法】 
 研究 1：対象は TKA 施行予定の膝 OA 患者 54 名（以下 TKA 予定群：女性 41 名，平均

年齢 74.5 ± 7.2 歳）と地域在住健常高齢者 64 名（以下健常群：女性 43 名，平均年齢 77.5 ± 

6.0 歳）とした．エコーを用いて大腿四頭筋の筋厚と筋輝度の測定を行った． 

 研究 2,3：対象は研究 2 においては TKA 施行予定患者 49 名（女性 39 名，平均年齢 74.6 

± 7.1 歳），研究 3 において TKA 施行患者 35 名（女性 30 名，平均年齢 75.4 ± 6.5 歳）とし

た．評価項目として，研究 1 と同様に大腿四頭筋の筋厚・筋輝度の測定を手術前日に行っ

た．身体機能評価には等尺性膝伸展筋力，歩行速度，ADL 評価には質問紙である Western 

Ontario and McMaster Universities Osteoarthritis Index（以下 WOMAC）を用い，研究 2 では



 

手術前日に，研究 3 では術後 3 ヶ月時点でそれぞれ測定を行った． 

 統計学的解析は，研究 1 では，各群の筋厚・筋輝度の比較に Mann-Whitney の U 検定を

用いた．研究 2,3 では，Pearson の積率相関係数あるいは Spearman の順位相関係数を用い

て，筋厚・筋輝度と術前・術後 3 ヶ月時点での各身体機能や ADL 評価との関連について

検討を行った．統計学的有意水準は 5%とし，10%未満の場合を傾向ありとした． 

【結果】 
 研究 1：筋厚は TKA 予定群で健常群と比較して大腿直筋（p=0.037），中間広筋（p=0.037），

内側広筋（p=0.001）で有意な減少を認めた．筋輝度は TKA 予定群で健常群と比較して大

腿四頭筋各筋（p<0.001）すべてで有意な上昇を認めた． 

 研究 2：筋厚は等尺性膝伸展筋力において中間広筋（ rs=0.313, p=0.021）・内側広筋

（rs=0.456, p=<0.001）との間にそれぞれ有意な正の相関関係を認めた．歩行速度において

外側広筋（rs=0.313, p=0.021）・内側広筋（r=0.291, p=0.033）との間にそれぞれ有意な正の

相関関係を認めた．WOMAC において中間広筋（rs=0.315, p=0.023）・外側広筋（rs=0.304, 

p=0,029）・内側広筋（rs=0.336, p=0.015）との間にそれぞれ有意な正の相関関係認めた．一

方，筋輝度は大腿四頭筋各筋において，等尺性膝伸展筋力・歩行速度・WOMAC との間に

それぞれ有意な相関関係は認められなかったものの，等尺性膝伸展筋力において大腿直筋

（rs=-0.233, p=0.090）・中間広筋（rs=-0.241, p=0.080）・内側広筋（rs=-0.258, p=0.059）で関

連を示す傾向を認めた． 

研究 3：術前筋厚は術後 3 ヶ月時点での等尺性膝伸展筋力において内側広筋（r=0.366, 

p=0.030）との間に有意な正の相関関係を認め，WOMAC において内側広筋（ rs=0.335, 

p=0.050）で関連を示す傾向を認めた．一方，術前筋輝度は術後 3 ヶ月時点での等尺性膝伸

展筋力において外側広筋（rs=-0.375, p=0.026）との間に有意な負の相関関係を認め，大腿

直筋（r=-0.324, p=0.058）・中間広筋（rs=-0.313, p=0.068）・内側広筋（rs=-0.322, p=0.059）

で関連を示す傾向を認めた．WOMAC において外側広筋（rs=-0.334, p=0.050）で関連を示

す傾向を認めた． 

【考察】 

研究 1：加齢や廃用は骨格筋脂肪の増加やサルコペニアを引き起こすとされており，ま

た慢性的な筋肉内の炎症は筋肉の変性を促進するとされている．そのため，膝 OA 患者で

は，関節変形による炎症や疼痛による低活動により，筋量減少や筋輝度上昇といった骨格

筋変性が生じている可能性が示唆された．  

研究 2,3：TKA 患者において，大腿四頭筋の筋力は身体機能の主要な決定要因であり，

日常生活への復帰に関連するとされている．エコーでの骨格筋評価においても MRI や CT

を用いた先行研究と同様に，身体機能や ADL と関連を示す傾向が認められた．  

本研究の結果から，TKA 施行予定の末期膝 OA 患者では，術前から大腿四頭筋の量的・

質的変化が生じており，術前における大腿四頭筋の骨格筋変性は，TKA 術後の身体機能や

ADL と関連を示す可能性が示唆された．  
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